　　　今月の樹「クサギ」
　真夏の強い日差しのなか林縁の道端を歩いているときなどに、ほのかにユリの花に似た香が漂ってくることがある。見あげると、濃緑の広い葉の間から白色の筒状花を集団で突き出している樹に出くわすことがある。この芳香に誘われてか、よくクロアゲハ、モンキアゲハやカラスアゲハなど黒色系のアゲハチョウがよく集まってくる。蝶マニアの間でアゲハの木などとも呼ばれている。「クサギ」である。
　「クサキ」の名の由来は単純なものでその葉を千切って鼻に持ってゆけば誰しも納得するであろう。漢名も臭梧桐（しゅうごりゅう）といい、くさいところからきている。
　「クサギ」は日本では北海道から沖縄までの全土に、また朝鮮半島や中国まで分布する落葉小高木で樹高は４～８ｍに達する。樹皮は灰色～暗灰色で、皮目が多く縦に裂け目ができる。また枝は灰褐色～淡紫褐色。若い枝には軟毛がある。

　葉は対生し、葉身は長さ８～１５cm、幅５～１０ｃｍの三角状ハート型～広卵形で、ほとんど全縁である。表裏両面に毛がある。裏面には微小な、裏面には大、小の腺点ガ見られる。葉には殺菌作用のあるクレロデンドリンABが含まれる。

　花は７月下旬～９月上旬に枝先や上部の葉腋から集散花序を出して芳香のある白色の花を多数つける。花冠はガクから長く突き出してその先で５裂する。裂片は平開し、長さ１．１～１．３ｃｍの広線形。花筒は紅紫色で細く、長さ２～２．５cm。雄しべ４個、雌しべ１個で花冠から２．５～３．５ｃｍ突き出る。典型的な雄性先熟花で、開花時には４本の雄しべが上方に立ち上がり、雌しべは垂れる。雌性期に入ると雌しべは立ち上がり、雄しべが下垂する。また、雌しべの先の柱頭は雄性期には閉じ、雌性期にのみ開く。自分の花粉がつく同花受粉を防止する仕組みを備えている。
　ガク片は始め淡緑色だが、開花期には紅紫色
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を帯び、５浅裂する。花の後には濃紅色になり、深裂して星状に開き中央に果実を乗せるようになる。
　果実は核果で、直径６～７ｍｍの球形、１０～１１月に熟すと光沢のある濃紺色になる。濃紅色のガク片とのコントラストが美しい。核は４個で合着し球形になっている。
　「クサギ」は名の通り葉には特異な臭いがあるが、茶葉としての利用や、臭いはゆでたり蒸したりすれば無くなるので、各地ではいろいろな料理に利用されて来ています。春先に出る若葉を茹でて水にさらし、アク抜きをしてからおひたし等の料理に利用される他、古くから茹でた若葉を天日でよく乾かしてから保存し、必要な時に水でもどして汁などの実とする保存食としても利用されて来たようす。

　果実は草木染に使うと媒染剤なしで絹糸を鮮やかな空色に染めあげることができ、紅色のガクからは鉄媒染で渋い灰色に染め上げることができます。なお、実の青色の色素は構造が突き止められており、種小名にちなんで「トリトコミン」と命名され、現在は着色料に利用されている。

　クサギの葉・小枝を乾燥したものは、リューマチ、高血圧、下痢の治療薬の煎じ薬として、また殺菌作用が非常に強いので、できものや痔の患部洗浄薬にもつかわれてきました。

